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要 旨

本研究では言語聴覚士養成校に在籍する学生の実習期間中における不安の継時的変化を捉えると共に，不安

から立ち直る力の個人差について 及びレジリエンス尺度を用い検討を行った．対象は言語聴覚士養成校

に在籍する学生 名であった．その結果， ．状況不安の実習前後での変化が認められた． ．実習後の状況

不安には低減がみられたが，レジリエンスの高い者と低い者では，その低減に差が認められた．すなわち，レ

ジリエンスの高い者ほど，実習後の状態不安は低減する傾向が認められた．これらのことから，実習後の学内

活動に取り組む上でも，レジリエンスの低い者のサポートが重要となることが示唆された．

キーワード 臨床実習，状態 特性不安，レジリエンス
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【はじめに】

看護師や理学・作業療法士・言語聴覚士といった

医療職の養成課程における臨床実習教育は，学生の

レベルに応じた指導が要求されているが，ストレス

に弱い学生の対応に苦慮しているのが現状である．

一方，学生にとって臨床実習は，従来の学生生活と

は異なり，対人関係や生活集団などの変化を体験す

るライフイベントである．実習の中間，終了時にお

いても高い緊張や不安，混乱といった感情を抱き，

臨床実習をストレス度の高いライフイベントとして

とらえている学生が認められる ）．

臨床実習においては学内の授業場面では経験され

にくい臨床上の判断を求められたり，医療専門職と

してバイザーや他のスタッフ，患者とのコミュニ
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ケーションスキルを求められるため，それまでには

ない緊張感にさらされる．また，遠隔地での臨床実

習の場合，新しい生活環境に不慣れであったり人間

関係の大きな変化なども少なからず学生の精神的健

康に影響を及ぼしている ）．このようなストレスフ

ルな事態を経験した際に生じる心理的ストレス・プ

ロセスの特徴を明らかにすることは，臨床実習の教

育効果を最大限に引き出すための具体的な方策を考

える際の重要な手がかりになると考えられる．その

ためには，イベントの前後を含め心理的ストレスの

推移を追跡していく必要がある．実際に，看護や理

学・作業療法の学生を対象とした調査の結果でも，

臨床実習期間中のストレス反応が高まることが示さ

れている．

看護職養成教育の領域では，実習前の特性不安が

高い学生は，状態不安も高い値を示しやすく，状態

不安は実習修了後に低い値に戻ることが示されてい

る ）．同様に，武政 ）は，看護実習での学生の心理

的ストレスについて検討を行った結果，実習の前後

では状況不安が有意に減少し，実習の種類では，療

養上の世話や診療の補助技術が最も多いと考えられ

る実習で，より高い不安を示すと報告している．実

習終了と同時に下がる理由として，武政らは終了し

た安心感をあげている．また，指導者や教員が十分

な役割モデルを示し，学生の不安感を取り除くこと

が必要であると述べており，終了後の状況不安の減

少は，実習中に十分なモデルを示され，理解できた

結果と推測している．宮原 ）は，実習前後の特性不

安と，患者因子，実習因子との関連を見出している．

すなわち，自己概念を脅かされる要因として，患者

の拒絶にあうのではないかという不安と，実習の担

当教員や医師，看護師との人間関係がうまく築ける

かといった不安があると考察している．

リハビリテーション教育の領域では，理学療法士

養成課程の学生を対象に複数の実習間の状態・特性

不安の推移について検討を行った小枩ら ）は，特性

不安が見学実習と評価実習の間で有意に高くなって

いるが，状態不安には変化がみられなかったと報告

している．小枩ら ）も，特性不安のみをとりあげ見

学実習後よりも評価実習後で有意に高くなったこと

を報告しており，東大式・エゴグラム（ ）の

が高い学生ほどその差は顕著であった．また，鈴木

ら ）は，臨床実習の不安と学内成績との関連につい

て検討を行った．その結果，先の報告とは逆に実習

前後で状態不安にのみ有意な差が認められ，実習前

の高い値から実習後の低い値へと下がったが，成績

の上位群と下位群との間には統計的に有意な差は認

められなかった．

このように，看護教育，リハビリテーション教育

いずれの領域においても，学生が実習を経験するに

つれて，実習前の不安が低減していくことが，先行

研究で一致してみられる．しかし，一方で，東嶋ら ）

の指摘に見られるように，一部の学生は，実習前と

比較し実習中も，ストレスの低下がみられない学生

が存在する．それに加え，実習終了後においても，

そうしたストレスが高いため，学習活動が停滞する

学生が一部に見られる．これと同様の結果は渡部

ら ）によっても報告されている．そうした現状を

ふまえると，単に不安の高低のみに注目するのでは

なく，ストレスフルな出来事を経験した後，ネガティ

ブな心理状態から回復しているかどうかを調べる視

点も必要であると考えられる．

近年，青年の健康教育に適用されている概念の

つにレジリエンス（ ）がある．レジリエンス

とは，困難な状況下で心理状態がネガティブに陥っ

ても，それを回復できる個人の心理面における弾力

性のことであり ），心理面の回復性に重点を置く

概念である ）．

レジリエンスは，これまで虐待や貧困などの深刻

な状況で検討されることが多かったが，最近では，

レジリエンスが個人の日常生活に果たす役割につい

ても検討する意義があることが指摘され ），研究

対象となる領域は教育の分野などにも広がってい

る ） ） ）．

日本では，小塩ら ）がレジリエンスを精神的回

復力とし，大学生を対象に調査を行い，興味や関心

の多様性を表す 新奇性追求 ，自分の感情のコン

トロールを表す 感情調整 ，将来に目標を持つな
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どの未来に対する肯定的な志向性を表す 肯定的な

未来志向 の つの因子を見いだしている．そして

苦痛に満ちたライフイベントを経験したあとでも自

尊心が高い者は，低い者よりも精神的回復力が高い

ことを報告している．

従来の臨床実習ストレスに関する研究では，スト

レス反応の低減については検討がなされてきたが，

その回復過程については十分な検討がなされていな

い．そこで，本研究ではレジリエンスを取り上げ，

ストレス反応の低減に加え，回復性にも焦点を当て

る．具体的には臨床実習というストレスの高い状況

で，レジリエンスが実習生の精神的健康にどのよう

な影響を及ぼすのかについて検討を行うこととす

る．その際，レジリエンスはストレスフルな状況で

も，精神的健康を維持する，あるいは回復へと導く

心理的特性とする，石毛ら ）の定義を用いること

とする．精神的健康の指標は実習不安を測定するも

のとして状況 特性不安（ ） ）を用い，実習前後

での測定を行うこととする．レジリエンスの特質か

ら，レジリエンスは不安の抑制に寄与するだろう．

特にレジリエンスが高ければ，そうでない場合と比

べ，実習のようなストレスフルな出来事を経験した

後，ネガティブな心理状態から回復しているため，

低い不安を示すことが予想される．

以上により，従来の臨床実習ストレスの研究では

あまり注目されていない回復性に関連する要因を検

討するとともに，これまで，報告の少ない言語聴覚

士養成課程に在籍する学生を対象とし，その不安の

変化を評価し，学生の心の健康の維持に有用な知見

を提供することを目的とする．

【方法】

．被調査者 被調査者は 県内の 年制私立専

門学校言語聴覚士養成課程に通い， 年次に臨床見

学実習， 年次に臨床実習 ， を履修した学生の

うち，本研究の主旨および質問紙への記入に同意し

た 名（男性 名，女性 名）であった．

．実習期間 短期実習 週間，長期実習 週間，

長期実習 週間であった．短期と長期実習 の間

に 週間，長期実習 ・ の間に 週間，帰学期間

が設けられていた．

．調査期間 調査は短期実習前の平成 年 月か

ら長期実習終了後の平成 年 月までの間に 回に

わけて行われた．第 回調査は短期実習開始 ヵ月

前（短期前），第 回は短期実習開始 日前（短期

直前），第 回は短期実習終了 日後（短期後），第

回は長期実習 開始 日前（長期前），第 回は

長期実習 終了 日後かつ長期実習 開始 日前

（長期中），第 回は長期実習 終了 日後（長期後）

に行われた．

．調査内容

） の理論に基づき状態不安お

よび特性不安を測定する状態 特性不安尺度の日本

語版 ）を用い，合計 回の調査すべてにおいて実

施された．

）精神的回復力尺度 ネガティブな出来事からの

立ち直りを導く心理的特性を測定する尺度として小

塩ら ）が尺度構成を行った精神的回復力尺度を用

いた．新奇性追求 感情調整 肯定的な未来志向

の つの下位尺度，計 項目からなるものであり

段階で回答を求めた．また，精神的回復力の尺度は

第一回目の調査とあわせて実施された．

．分析方法

精神的回復力尺度は小塩ら ）の尺度構成を，

については中里ら ）の尺度構成をもとに下位

尺度ごとに合計したものを尺度得点とした．それぞ

れの尺度の信頼性係数の推定値算出には，クロン

バックの 係数を用いた．特性不安と状態不安の推

移については， 検定を用い，多重比較に

は を用いた．実習の各時期における，

得点の群間差については，精神的回復力の下

位尺度ごとに平均得点よりも高い者を精神的回復力

の高群，低い者を低群とし， 検定

を用いた．なお，本研究の統計学的有意水準は全て

％未満とした．

【結果】

．精神的回復力， 尺度の検討
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精神的回復力尺度の信頼性係数の推定値を算出し

たところ，新奇性追求 ，感情調整 ，肯

定的な未来志向 となり，信頼性が確認された．

次に， については計 回測定を行ったが，状

態不安，特性不安の信頼性係数の推定値を算出した

ところ，状態不安 ，特性不安

，という結果が得られた．

．状態 特性不安の実習前後での変化について

特性不安と状態不安の推移について（図 ），分

析を行った結果，特性不安については，統計量（カ

イ 乗） ，同順位補正後の ，有意

水準 ％で差が認められたが，多重比較においては

有意差は認められなかった．状態不安については統

計量（カイ 乗） ，同順位補正後の

，有意水準 ％で差が認められた．また，短

期直前は，短期後，長期中間，長期後いずれと比較

しても状態不安が ％水準で有意に高値を示した．

また，短期直前は，短期前と比較しても， ％水準

で有意に高値を示した．長期前は，短期後，長期後

と比較して ％水準，長期中間と比較して ％水準

で有意に状態不安が高値を示した．

以上の結果から，状態不安は，短期直前，長期前

に高まり，その後次第に低下していくことが示され

た．こうした傾向は先行研究で示された看護や理

学・作業療法の領域での結果と一致するものであった

．精神的回復力と状態 特性不安との関係について

表 には精神的回復力の高群および低群の平均値

と標準偏差を示した．表 には の群間差につ
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図 状態 特性不安の推移

表 各群における精神的回復力得点の平均値と標
準偏差（ ）

高群 低群

新奇性追求 （ ） （ ）
感情調整 （ ） （ ）
肯定的な
未来志向 （ ） （ ）

表 精神的回復力の高低による状態 特性不安
新奇性追求 感情調整 肯定的な未来志向
高群 低群 高群 低群 高群 低群
平均値 平均値 値 値 平均値 平均値 値 値 平均値 平均値 値 値

特性不安
短期前
短期直前
短期後
長期前
長期中
長期後

状態不安
短期前
短期直前
短期後
長期前
長期中
長期後

人数



いての検定結果を示した．

精神的回復力のうち，新奇性追求の高群は，短期

後の特性不安が低群と比較し ％水準で有意に低

かった（図 ）．感情調整の高群は，短期前の特

性不安と短期直前の状態不安が ％水準で，他の時

期の特性不安が ％水準で低群と比較し有意に低

かった（図 ）．また，肯定的な未来志向の高群

は，短期後，長期中間，長期後の状態不安が ％水

準で低群と比較し有意に低かった．さらに短期直前，

短期後の特性不安が ％水準で，長期前・中・後の

特性不安が ％水準で低群と比較し有意に低かった

（図 ）．

【考察】

臨床実習生は常にストレスを受けやすい環境に身

を置くため，心理的切迫感から心因反応を生じ，実

習をリタイヤしていく学生もしばしば見受けられ

る．したがって実習指導者や教員は学習しやすい環

境作りと，学生の心理状況の把握が必要である．そ

のためには，臨床実習生の心理特性やその変化を評

価することが重要である．特に，実習終了後，学生

が実習地から戻り学校での生活を再びはじめるにあ

たり，実習での不安が低減し，新たな課題に向けて

の取り組みが出来る状態になっているかどうかを把

握することは重要である．これまで，もっぱら，実

習期間中の不安に注意が払われていたが，実習終了

後の学生の心理状態についてはあまり検討されてこ

なかった．

そこで，本研究では，学生の臨床実習での不安の

継時的変化について調査を行うとともに，実習中お

よび実習終了後の回復過程に着目し，レジリエンス

の高低と実習中あるいは実習修了後の学生の不安の

個人差との関係について検討を行った．

その結果，言語聴覚士養成課程における臨床実習

不安の変化過程は，看護，理学，作業などの領域と

同様の結果が示された．それに加えて，状態 特性

不安が実習後にどの程度高い水準にあるかは，精神

的な回復力の中でも，特に肯定的な未来志向がどの

程度，心理特性として高いかによって異なることが

示された．すなわち，不安で脅威的な状況であって

も先を見通し，前向きな展望を持ち続けることが，

実習後の精神的な回復を導くために必要な要因であ

ることがわかった．また，実習前後を通して特性不

安の高低には感情調整が関係していることが明らか

となった．

学生にとってストレスフルな実習は，それが終わ

れば，すべての課題が終了するのではなく，常に継

続して新たな課題に取り組まなければならない．例

えば，見学実習が終われば，長期の臨床実習に向け

ての取り組み，長期の臨床実習が終われば，就職活
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動や国家試験勉強への取り組みといった課題が学生

にはある．その際に，臨床実習が終わっても，高い

不安を示す者がおり，実習前の状態への回復が遅い

学生が存在すると考えられる．そうした学生が次の

課題へ取り組む際に，活動や意欲の低下，休みがち

になるといった様子がみられる．このように，実習

後に特別な指導が必要となる学生を把握する意味で

も，精神的回復力，特に肯定的な未来志向の個人差

に注目をすることには意義があるだろう．

レジリエンスを導く要因として，個人の知能，学

業成績，洞察力といった認知的能力，ソーシャルサ

ポート，親子関係といった対人関係や身体的健康な

どがあげられている ）．こうしたレジリエンスの

概念に基づく健康教育プログラムを実施し，そうし

た個人の特性を高めることができるのか，あるいは

予防的介入が行えるのかについてはさらに研究を進

める必要がある．

今後の課題として，今回みられた精神的回復力と

不安との間の関係が，看護，理学，作業療法養成課

程など他の領域での臨床実習においても同様にみら

れるのかについて，対象者を増やし検討することが

必要である．また，大学生を対象とした目久田ら ）

はコーピング方略と精神的回復力との間に関連を見

出している．精神的回復力の高群は 肯定的解釈と

気そらし の方略を使用し，問題回避の方略を使用

することが少なかったことを報告している．すなわ

ち，精神的回復力はコーピング方略と組み合わさっ

て精神的健康維持に作用する可能性を示唆してい

る．このことから，臨床実習中あるいはその前後の

不安・ストレスに対しても，精神的回復力は，スト

レスコーピングと組み合わさって機能することも考

えられるため，このような心理的な回復のプロセス

について，さらなる調査が必要である．その際，精

神的回復力とストレスコーピングの違いやレジリエ

ンスを性格特性として定義するか ），プロセスあ

るいは結果として定義するか ）といった問題 ）を

含め，精神的回復力そのものの概念は曖昧さを残す

ものであるため， ）が指摘するように概念

的な検討もあわせて必要となるだろう．
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